
「
全
校
生
徒
の
七
割
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
」

荒
川
区
立
南
千
住
第
二
中
学
校
レ
ス
キ
ュ
ー

部
は
東
日
本
大
震
災
の
翌
年
の
平
成
二
十
四
年

に
災
害
時
に
貢
献
で
き
る
中
学
生
の
育
成
を

目
的
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
AED
講
習
会
は
全

校
生
徒
が
受
講
し
て
お
り
、
多
く
の
生
徒
が

他
の
部
活
動
と
掛
け
持
ち
し
な
が
ら
参
加
し

て
い
ま
す
。
な
か
よ
し
ま
つ
り
の
お
手
伝
い

な
ど
青
少
年
育
成
南
千
住
地
区
委
員
会
主
催

の
行
事
に
参
加
し
た
り
、
町
内
会
の
防
災
訓

練
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

レ
ス
キ
ュ
ー
部
は
20
回
防
災
ま
ち
づ
く
り

大
賞

日
本
防
火
・
防
災
協
会
長
賞
、
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
功
労
賞
都
知
事
感
謝
状
、
12

回
地
域
の
防
火
防
災
功
労
賞

最
優
秀
賞

（
消
防
総
監
賞
）
東
京
都
教
育
委
員
会
児
童

・
生
徒
等
表
彰
な
ど
数
多
く
の

賞
を
受
賞
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
東
京
新
聞
を
始
め
、
NHK
な

ど
多
く
報
道
さ
れ
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
顔
見
知
り
に
な
っ
て
」

レ
ス
キ
ュ
ー
部
は
、
地
域
で
の
縦
の
繋
が

り
を
大
切
に
し
て
お
り
ま
す
。
近
隣
の
保
育

園
と
連
携
し
て
部
員
が
園
児
と
手
を
引
い
て

触
れ
合
い
、
中
学
校
ま
で
誘
導
し

保
育
園
ま
で
送
り
届
け
る
園
児
の

避
難
誘
導
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
絆
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活

動
で
は
、
部
員
が
支
援
を
必
要
と

さ
れ
る
学
区
内
の
高
齢
者
宅
五
十

世
帯
に
毎
月
学
校
便
り
を
届
け
て

お
り
、
運
動
会
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
は
約
八
百

世
帯
に
届
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
九
月
八
日
に
開
催
さ
れ
た
「
わ
く
わ

く
ま
ち
あ
る
き
た
ん
け
ん
隊
」
で
は
部
員
た
ち

が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
六
つ
の
グ
ル
ー
プ
分
か
れ
、

小
学
生
を
連
れ
て
地
域
の
史
跡
や
文
化
財
を
案

内
し
ま
し
た
。
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
見
守
り

と
顔
な
じ
み
の
関
係
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
災

害
が
起
き
た
時
の
連
携
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま

す
。

「
ス
ー
パ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー
部
は
防
災
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
」

レ
ス
キ
ュ
ー
部
の
中
に
ス
ー
パ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー

部
が
あ
り
、
三
十
名
の
部
員
は
ジ
ュ
ニ
ア
防
災

検
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
東
京
新
聞
南
千
住
販

売
店
の
中
村
所
長
の
ご
子
息
の
明
斗
さ
ん
が
部

長
で
部
員
を
牽
引
し
て
い
ま
す
。
消
防
署
な
ど

の
指
導
な
ど
を
受
け
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
な
る
た

め
よ
り
高
度
な
専
門
知
識
や
技
術
を
身
に
着
け

る
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
自
己
肯
定
感
が
あ
る
子
ど
も
に
」

人
の
役
に
立
つ
こ
と
、
頼
り
に
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
自
分
の
存
在
意
義
が
見
出
さ
れ
、
自
信

が
持
て
る
と
と
も
に
、
心
が
育
つ
と
齋
藤
進
校

長
は
仰
っ
て
い
ま
し

た
。先

月
、
夏
休
み
中

に
も
関
わ
ら
ず
、
体

育
館
内
で
行
わ
れ
た

防
災
訓
練
で
は
消
防

署
の
職
員
の
方
々
の

指
導
に
部
員
た
ち
は

真
剣
に
耳
を
傾
け
、

簡
易
ト
イ
レ
の
組
み

立
て
や
灯
光
器
の
運

転
の
仕
方
を
学
ん
で

い
ま
し
た
。

消
防
団
員
が
高
齢
化
な
ど
で
減
少
す
る
中
、
地

域
の
防
災
力
の
低
下
が
各
地
で
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。
荒
川
区
は
地
震
の
危
険
度
の
高
い
地
区

が
多
く
、
高
齢
者
世
帯
も
多
く
災
害
時
の
避
難

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

南
千
住
第
二
中
学
校
レ
ス
キ
ュ
ー
部
は
防
災

の
力
強
い
担
い
手
に
な
り
ま
す
。

災
害
時
の
お
守
り
と
な
る
南

千
住
第
二
中
学
校
レ
ス
キ
ュ
ー

部
で
す
。

生
命
を
守
る
た
め
の
行
動
が
で
き
る

身
近
な
助
け
人
。
荒
川
区
立
南
千
住

第
二
中
学
校
レ
ス
キ
ュ
ー
部
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